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校長 岩元 秀光

朝の立哨指導中、ここ最近は祇園山からの眩しくも清々しい朝日が差し込んでき
ました。その暖かさに、少しずつ春の訪れを感じます。
さて、幕末から明治にかけて、激動の時代を駆け抜け、同志社大学を設立した、

新島八重さんの一生を書いた物語、「八重の桜」。その中で度々登場するフレーズ、
「ならぬことはならぬのです。」（意味：決まりは絶対守りなさい）
江戸時代の会津藩（今の福島県）には「日新館」という藩校（今の公立小中学

校）があり、「什（じゅう）の掟」という約束事がありました。
一 年長者の人の言うことに背いてはなりませぬ
一 年長者にはお辞儀しなければなりませぬ
一 嘘を言うことはなりませぬ
一 卑怯（ひきょう）な振る舞いをしてはなりませぬ
一 弱いものをいじめてはなりませぬ

などがあり、最後には『ならぬことはならぬものです』と厳しい口調で戒めていま
す。掟は他にもたくさんありますが、今とは時代が全く違いますので、そのまま当
てはまらないようなものもあります。しかし、上の掟は、時代を経た今でもごく当
たり前のことを言っているように思えます。そして、『ならぬことはならぬもので
す』という毅然とした姿勢に強い信念を感じます。彼らは、「人として生きるため
には、どんな理屈や言い訳をしても、絶対にやってはいけないことがある」という
社会のルールを理解し、自分の言動に責任を持つということを学んでいったのです。
「什の掟」には、それを破ると厳しいお仕置きがあったと言いますが、小学校に

はそれはありません。しかし、本校の教職員は、子供の問題行動（やっていいこと、
いけないこと）等に直面した時、真摯にその子と向き合います。また、その指導の
過程で、子供たちは必ず成長すると信じています。ですから、積極的に保護者の皆
様と情報を共有し、間違った言動があったときは、事実をもとに時間をかけて子供
に共有します。基本的に自分自身で考えさせる指導を心がけています。
たとえ小学生であっても立派な社会の一員です。ですので、発達の段階に応じて

社会に生きるためのルールやマナーはきっちりと教え込まなければなりません。
「マイルール」は絶対に通用しないということを教えなければいけません。その上
でこの自律心のある強い心を持つ人間に成長させるためには、いかなる理由があろ
うと社会的に許されないことには、「ダメなものはダメ！＝ならぬことはならぬも
のです！」と言い続けることも大切であると考えます。
子供の教育・子育てに、お手本はあっても、その方法が正解とは限りません。人

育ては難しいものです。今年度も残り僅か。保護者の皆様の日頃の理解に感謝しま
すとともに、地域の皆様の先輩としての子育て支援の御協力をお願いいたします。

〈１／23 ５年生 おいしいお茶の 〈２／12 児童集会（なかま班）〉
入れ方教室〉 全校児童が８つのなかま班（縦割

山﨑茶園さんに来ていただき、おい り班）に分かれて
しいお茶の入れ方を それぞれの班で考
教わりました。入れ えた遊びを行いま
方や一番茶・二番茶 した。高来小らし
で、ずいぶん味が変 く、学年入り混じ
わること等を楽しみ って楽しく遊びま
ながら学びました。 した。

『子育てのすすめ』

～ ダメなものはダメ！＝ならぬことはならぬのです！ ～



〈３月の行事予定〉
4日（火）移動図書 ２０日（木）春分の日
５日（水）クラブ活動（反省） ２１日（金）卒業式準備（４・５年生）
７日（金）卒業式全体練習（１） ２４日（月）第７８回卒業式

第５回家庭教育学級 （４・５年生参加、１～３年生休み）

８日（土）土曜授業日 ２５日（火）修了式・辞任式・大掃除
１１日（火）シェイクアウト訓練 ※３校時・給食なし
１２日（水）委員会活動（３年生参加） ４月７日（月） 始業式・入学式
１４日（金）卒業式全体練習（２）
１７日（月）卒業式全体練習（３） ※ 体育館開放は、３月２１日（金）～
１９日（水）水曜５校時 ４月７日（月）まで中止になります。

＜２／９ 青少年育成意見発表大会＞
川内ライオンズク
ラブが主催する発表
会に、６年鶴園あお
いさんが学校代表と
して出場しました。

小学生の部の一番最後に登壇し、「誰
かのために」というタイトルで普段頑
張っているボランティア活動について
身振り手振りを交えながら、魅力あふ
れる発表をしました。結果は見事に優
秀賞（市子ども会育成連絡協議会長賞）
を受賞しました。

＜２／１２ 第３回学校保健委員会＞
第３回学校保健委員会では、今年度のテー
マ「運動の日常化で めざせ体力アップ」に
対する取組の成果、次年度のテーマ設定等に
ついて協議しました。テーマについて自分事
として捉え、熱心に協議をしていただき、あ
りがとうございました。来年度も同じテーマ
で子供たちの体力アップを
図ることに決まりました。
学校医からは大変貴重な
指導助言をいただき、よい
学びの機会となりました。

＜２／１８ 新１年生体験入学＞
来年度本校に入学
予定６人の子供たち
が約１時間の体験入
学をしました。職員
が紙芝居・読み聞か
せをしたり、５年生と一緒に学校内を
回ったり、レクリエーションをしたり
して楽しい時間を過ごしました。
また、保護者の皆様には、入学にあ

たっての説明を行いました。４月の入
学が待ち遠しいです。

＜２／４ ５年生
京セラ鹿児島川内工場見学＞

コロナ禍で一旦実施できていなかった京セラ工場
見学を高来小が市内で先陣を切り、歩いて見学に行
って来ました。
京セラでどんな事業を展開しているのか説明を受

けたり、工場内を見学し自動販売機で使われている
部品を見たりしました。子供たちは、工場の大きさ
や物作りのすごさに驚いていました。

校区内に日本を代表する企業
があるというよさを生かして、
今後も京セラとのつながりをよ
り深いものにしていきたいと思
っています。

＜２／１９ ３年生
川内歴史資料館見学＞

社会科で学習している昔のくらしや道
具の発展学習、さらに高来の歴史や文化
について詳しく学習するため、公共のバ
スに乗って見学に行
ってきました。資料
館の方からの説明を
真剣に聞き、積極的
に質問をする等、充
実した見学となりま
した。

＜２／６ ６年生
国語 研究授業＞

本校では、「振り返り」の充
実を中心とした学習者主体の
授業づくりについて研究して
います。今回は、６年生国語
「今、私は、ぼくは」の単元
で、子供たちが司会をして自
分たちで学習を進めていく方
法に挑戦しました。担任は、
ファシリテータ
―役に徹し、子
供たちが積極的
に活動を展開し
ました。


